(This is a translation of the following message:)

TO ALL HOMES IN JAPAN FROM PR BOARD

PRボードから日本の全ホームへ

4/19/2005
1.
記者たちへの答え
2.
Q&A
3.
アナウンスメント
4.
皆さんからの提案


愛する皆さん、

GBY!　皆さんを愛しています。そして、皆さんが暖かな春の日を皆さんが楽しんでいますように。今日皆さんがしているすべてのことのために、またそのすべてにおいて、主が皆さんを守り祝福されるように、鍵を呼び求めています。

1. 記者たちへの答え


過去のAHMで、ファミリー・インターナショナルとのつながりを否定しないことの重要性を強調しましたが、MMやFMホームで、元メンバーも一緒に住んでいる場合は、記者にファミリーに所属しているかと尋ねられても、異なる答をすることができます。たとえば、「みんながそうではないです。私はそうです。しかし、他にファミリーのメンバーでない人達もいます。」とか、「私はメンバーですが、私の子供の中にはそうでない子供もいます」というように。


たいがいはファミリーとのつながりを否定すべきではないものの、何でも自分の状況に沿った方法で答えてください。ファミリーは、皆さんの家に住んでいる、メンバーではない人達の行動にまで責任を負っていないので、そうするのは重要です。たとえ一つ屋根の下に住んでいるとしても、全員が信者ではないというのは、他のどの宗教とも同様です。要は、あなたがメンバーなら、それを否定すべきではないということです。そして、同居しているファミリー・メンバーでない人達が、あなたを守ろうとしてあなたがメンバーであることを否定することのないよう、彼らをも前もって準備しておくのは良いことでしょう。

2. Q&A


私達は、前のAHMで取り上げたポイントについて、幾つか質問を受け取っており、それをQ&A形式でまとめてみました。これが、皆さんの助けとなるよう願います。


Q1.　記者がやって来て名乗ることもしないで、ただの通りがかりの人のようなフリをして、「誰がここに住んでいるのですか」とか「何人住んでいるんですか」などと単純な質問をした場合、私たちはそれに答えるべきでしょうか？


A1.　誰かがやって来て、さりげなく聞いてきても、その人を知らないなら、丁寧に、その人達が誰なのかを尋ねてください。記者だとわかったなら、その目的と質問をファックスで送るよう求めるべきです。単純な質問なのになぜ答えられないのかと言われたら、「過去に、マスコミによって被害を受け、単純な答でさえ、私たちに悪いイメージを与えるようわい曲されたので、気をつけているのです。」と言うことができます。


ですから、どんな質問でも答える必要はありません。ただ、目的と質問を送るように求めて下さい。


Q2.　地元の当局がやって来たら、連絡所(HCSにある)に連絡してくださいと言うべきなのですか？　それとも、質問に答えるべきでしょうか？


A2.　自分のホームの活動や、ファミリー・インターナショナルについて単純な事を尋ねられたら、答えるべきでしょう。ただ、自分がホームの代表として話しているのであって、ファミリー・インターナショナルの代表として話しているのではないことを忘れないでください。


Q3.　メディアに地元の活動のパンフレットをあげるべきでしょうか。


A3.　現在の状況を考慮すると、答はノーでしょう。彼らが以前からそちらのホームのことを(好意的に)取り上げているなら、それもできるでしょうが、そうでないなら、おそらく、彼らは他の雑誌社と同じような調子で記事を書くことに興味があるのでしょう。たとえ質問が無害に思えても、好き勝手にわい曲するので、おそらく彼らにどんな攻撃材料もあげないほうが良いでしょう。


それが地元のメディアなら、メディアパックから何でも渡すことができます。けれども、自分たちのパンフレットなど、メディアパック以外のものを渡したいなら、まず私たちに相談してください。私たちと確認を取るためには、Eメールで自分のパンフレットのコピーを送ることができます。お手数ありがとう。


Q4.　沢山のファイルが送られているので、メディアパックにどれを入れるべきなのかがわかりません。


A4.　メディアパックの中身は、ZIPファイルでひとまとめにして送られています。そのZIPファイルの中から自分のホームのパックに入れたいものを選んで下さい。また、フライデー誌の記事に対する４月１８日付けの反ばく文も与えることができます。


数多くのファイルが送られているので、確かに混乱するかもしれませんね。すべてのファイルのタイトルと内容、それに与えることができるかどうかが載った簡単なリストを作って、すぐに送りたいと思っています。


Q5.　連絡所が書いたメディアへの反ばく文や手紙をあげることは許されていますか。


A5.　その手紙が日本語なら、はい、そうして下さい。けれども英語は、ざっと翻訳されたもので、あげるべきものでありません。しかし、その内容を口頭で伝えるか、個人的な手紙にその一部を引用できるでしょう。基本的なルールは、日本語の手紙はあげられるが、英語はあげられないということです。


これまでQ&Aのファイルを二つ送りました。もう一つが間もなく届く予定です。それらは外部の人達に与えるべき反ばく文ではありませんが、反ばく文にない質問をされた場合に備えて勉強しておくべきものです。私たちについて書かれた記事には、ウソや不正確な情報があまりにも多くて、それにいちいち反論していたらキリがありません。あまりにも時間がかかることでしょう。(すでに書いた反ばく文でもすでに６－７ページにのぼります。)　ですから、皆さんの参考になるよう、Q＆Aファイルとして、その他のポイントを送るようにと主が示されたのです。それは反ばく文ほど洗練されておらず、悪用されたり、悪く引用されたりする可能性もあるので、ファミリーの正式な回答として他の人にあげるようなことはしないで下さい。実際、正式な回答ではないのですから。答の中には、御言葉やファミリーの出版物からではなく、個人的な経験や、私たちが話したファミリー・メンバーの答えからのものもあります。ですから改めて言いますが、これらは私たちの公式な答でないことを覚えていて下さい。けれども、これらの説明を個人的な答として使うことはできます。

3. アナウンスメント


昨日、「フライデー」に送られた反ばく文を皆さんに送りました。(これは他の人にあげてもOKです)。またニューズウィーク誌に対する反ばく文の英訳(これはあげることはできません)もです。


また、ダビディトブックについてのQ&Aももうすぐ送る予定です。それはあくまで参考のためであって、誰にも渡すことはできません。

4. 皆さんからの提案


これまで提案やアイデアを送ってくれた人全員に、心からお礼を言います。時間の関係で個々に返事することはできませんが、私たちはその一つ一つについて祈り、考慮していますよ。私たちが知るべきと思う提案や事柄があるなら、どうぞ私たちに送って下さい。(またできるだけ簡潔にお願いします。)　ありがとう！

以上のことが明確に伝わったよう願います。

「鍵は、天の力を自由自在に使えるようにする」

沢山の愛と祈りと鍵の力をこめて

PRボードより
eom

